
＜ 生きもの発見！ ～ビオトープ＞
はっけん

こんにちは。ひたち野うしく小２年生との「生きもの発見」、今回はビオトープで見つけた生きもの
はっけん

たちを紹介します。
しょうかい

まずは、カブトムシなどと同じ甲虫のなか
こうちゅう

ま。ハギの葉に、アオドウガネがいました。
は

みどり色にかがやくきれいな昆虫ですが、じ
こんちゅう

つは食欲旺盛で、うんちをしながら葉をむし
しょくよくおうせい は

ゃむしゃ食べてしまう害虫です。つかまえよ
た がいちゅう

うとすると下にぽとりと落ちて逃げますが、つ
お に

かまるとよくうんちを出します。うんちの色は
だ

みどり色で、葉を食べているのだということが
は た

わかります。穴だらけの葉の裏や、その近くの
は うら ちか

枝などを探すと見つかりますよ。アジサイの
えだ さが

葉や、草の葉を食べているものもいましたね。
は くさ は た

ハギの葉には、テントウムシもいました。テ
は

ントウムシというと、ナナホシテントウやナミ

テントウがよく知られていますが、こちらは
し

ヒメカメノコテントウ。やはりアブラムシ

を食べる益虫です。ナミテントウにもいろい
た えきちゅう

ろなもようのものが見られますが、このヒメカ

メノコテントウも同様で、星のないものやまっ
どうよう

黒けのものもいるそうです。写真のものは４つ
しゃしん

星なので、「４紋型」とよばれます。ナナホシ
ぼし もんがた

テントウを見つけたお友だちもいましたね。
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ハギの葉を食べるアオドウガネ(上2枚)と、
は た まい

アジサイの葉を食べる２頭のアオドウガネ(下)。
は た とう

ハギの葉につくアブラムシを食べていた、
は た

ヒメカメノコテントウの４紋型(下)。
もんがた



ビオトープにもイナゴの幼虫がいました。幼虫ですから羽は小さく、まだのびていませんでした
ようちゅう ようちゅう はね

ね。イナゴは、イネのような細長い葉を食べます。そしてビオトープには、バッタのなかまがさらにい
ほそなが は た

ろいろいました。よく探すと、オンブバッタの幼虫もいました。オンブバッタはイナゴと違い、草
さが ようちゅう ちが くさ

の広い葉をよく食べています。触角のとても長い幼虫もいました。頭の先がとがっています。よく見
は た しょっかく ようちゅう あたま さき

ると、クビキリギスの幼虫でした。クビキリギスは雑食ですが草をよく食べ、ほかの虫をつかまえ
ようちゅう ざっしょく くさ た むし

て食べることはあまりないようです。
た

ビオトープの池に生える草には
いけ は くさ

たくさんのイナゴがいましたが、

それらをねらってか、めだたない

ようにかくれてカマキリの幼
よう

虫がいました。冬の観察の時に
ちゅう かんさつ

近くにオオカマキリの卵のうがあ
らん

ったので、たぶんオオカマキリの

幼虫かと思います。イナゴなど
ようちゅう

と違って肉食のハンターですか
ちが にくしょく

ら、草ではなくほかの虫などをつ
くさ むし

かまえて食べます。その名の通
た な とお

り、前足がカマのようになって、
まえあし

えものをつかまえやすく、逃がし
に

にくいようになっていますね。

細い葉を食べるイナゴ幼 虫 (左,中)と広い葉を食べるオンブバッタ幼 虫 (右上)。クビキリギス(右下)は何を食べる？
ほそ は た ようちゅう ひろ は た ようちゅう なに た

えものをねらう、カマキリの幼 虫 。
ようちゅう



ビオトープのハギの花には、ツバメシジミが来ていました。後ろ羽のうしろにちょこんと突起のあ
き うし はね とっ き

る、シジミチョウのなかまです。花のみつも吸いますが、幼虫が葉を食べるので、腹をまげてたまごを産
す ようちゅう は た はら う

んでいることもあります。

ツツジの葉には、紺に近いるり色にかがやくハチがいました。ルリチュウレンジバチです。じつは
は こん ちか

幼虫が、ツツジの葉を食べるのです。そして、春から秋まで咲くオニタビラコの花には、小さなハ
ようちゅう は た さ

ナバチがみつを吸いに来ていました。
す き

そして、チョウやハチ、バッタなどがいれば、カマキリの他にもそれらを食べて生きる動物がかくれ
ほか た どうぶつ

ています。みつを吸ってきたのか、小さなハナバチがジョロウグモに食べられていました。そして、
す た

カナヘビが背の高い草の葉から葉へとうつりながら、えものを探していました。【理科支援員：宮内】
せ くさ は は さが

ハギに来てみつを吸ってまわったり(左)、腹をまげてたまごを産みつける(右)ツバメシジミ。
き す はら う

ツツジの葉にいたルリチュウレンジバチ(左)と、オニタビラコのみつを吸う小さなハナバチ(右)。
は す

小さなハナバチをつかまえたジョロウグモ(左)と、えものを探すカナヘビ(右)。
さが


